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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２８年３月１０日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

                         委   員  小須田   敏 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 衝突 

発生日時 平成２７年５月２１日 １１時４５分ごろ 

発生場所 山口県下関市彦
ひこ

島
しま

大橋西方沖 

 下関南風
は え

泊
どまり

東防波堤灯台から真方位０８６°１,５００ｍ付近 

 （概位 北緯３３°５７.３′ 東経１３０°５３.９′） 

事故の概要 漁船大安
たいあん

丸は、東進中、プレジャーボートMILKY
ミ ル キ ー

 WAY
ウェイ

は、漂泊中、

両船が衝突した。 

MILKY WAY は、船長が死亡し、船体に圧壊を生じ、また、大安丸

は、船体に擦過傷を生じた。 

事故調査の経過  平成２７年５月２２日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

Ａ 漁船 大安丸、４.５トン 

   ＹＧ３－６１２７９（漁船登録番号）、個人所有 

   １０.９９ｍ（Lr）×２.９８ｍ×１.００ｍ、ＦＲＰ 

   ディーゼル機関、１８０.２０kＷ、昭和６０年６月１２日 

   第２９０－３１２２３号（船舶検査済票の番号） 

Ｂ プレジャーボート MILKY WAY、５トン未満 

   ２９１－３４５９０山口、個人所有 

   ５.８６ｍ（Lr）×２.１８ｍ×０.９７ｍ、ＦＲＰ 

   ディーゼル機関、３６.７８kＷ、平成６年８月 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ 男性 ６８歳 

   一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

    免許登録日 平成２３年１２月８日 

    免許証交付日 平成２３年１２月９日 

           （平成２８年１２月８日まで有効） 

Ｂ 船長Ｂ 男性 ６７歳 

   一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

    免許登録日 平成２３年７月１４日 

    免許証交付日 平成２３年７月１５日 

           （平成２８年７月１４日まで有効） 

 死傷者等 Ａ なし 
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Ｂ 死亡 １人（船長Ｂ） 

 損傷 Ａ 船首部に擦過傷 

Ｂ 左舷中央部に圧壊 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 西北西、風力 ３、視界 良好 

海象：海上 平穏、水温 約１８℃ 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、平成２７年５月２１日１１時４

０分ごろ、下関市下関漁港（本港）に向けて下関漁港（南風泊分港）

を出港した。 

船長Ａは、下関南風泊東防波堤を通過してしばらくすると、左舷船

首方に下関漁港（本港）に向かって約１０ノット（kn）の速力（対地

速力、以下同じ。）で東進中の小型タンカー（以下「Ｃ船」という。）

を認め、同船の航走波による揺れを避けるため、同船の後方約５０ｍ

を追尾して航行する予定とし、約１２kn の速力で東進した。 

船長Ａは、１１時４５分ごろ、Ｃ船の右舷船尾方約１００ｍに接近

し、ほぼＣ船の船尾方に差し掛かったとき、衝撃を感じて後方を振り

返るとＢ船と海中に落ちた人が見えたので衝突したと思い、救助に向

かった。 

船長Ａは、本事故を海上保安庁に１１８番通報をした。 

 Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、彦島大橋西方沖で漂泊中に左舷

中央部とＡ船の船首部とが衝突した。 

 船長Ｂは、搬送された病院で死亡が確認され、溺死と検案された。 

（付図１ 事故発生経過概略図 参照） 

 その他の事項  船長Ａは、Ｂ船が、機関を運転状態とし、船首からシーアンカーを

投入していることを衝突後に確認した。 

船長Ａは、船長ＢをＡ船に引き揚げようとしたが、乾舷が高かった

ので、僚船が来るまで船長Ｂを掴
つか

んでいた。 

船長Ｂは、僚船に引き揚げられ、下関漁港（本港）に搬送され、救

急車により病院に搬送された。 

船長Ｂは、膨張式のベスト型救命胴衣を着用していた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

Ａ あり、Ｂ 不明 

Ａ なし、Ｂ なし 

Ａ なし、Ｂ なし 

 Ａ船は、彦島大橋西方沖を東進中、船長Ａが、左舷船首方を東進し

ているＣ船の船尾方に接近する際、Ｃ船の船尾方に注意を向け、見張

りを適切に行っていなかったことから、Ｂ船に気付かずに航行し、Ｂ

船と衝突したものと考えられる。 

 船長Ａは、Ｃ船の後方を追尾して航行する予定であったことから、

Ｃ船の船尾方に注意を向けていたものと考えられる。 

Ｂ船は、彦島大橋西方沖において、シーアンカーを投入して漂泊
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中、Ａ船と衝突したものと考えられるが、衝突に至った状況を明らか

にすることはできなかった。 

船長Ｂは、溺死した。 

原因  本事故は、彦島大橋西方沖において、Ａ船が東進中、Ｂ船がシーア

ンカーで漂泊中、両船が衝突したことにより発生したものと考えられ

る。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・周囲の見張りを適切に行うこと。 
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付図１ 事故発生経過概略図 

 

 

下関漁港 

事故発生場所 

（平成２７年５月２１日 １１時４５分ごろ発生） 

山口県下関市 

Ａ船の進路 

Ｂ船（漂泊中） 

彦島大橋 

南風泊 


